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〔
商
法
二
三
〇
〕

満
期
白
地
に
つ
ぎ
補
充
権
の
消
滅
時
効
完
成
後
に
補
充
さ
れ
た

手
形
を
善
意
で
取
得
し
た
場
合
と
手
形
法
一
〇
条
の
類
推
適
用

（
響
灘
籍
躯
鞭
靴
獺
）

〔
判
示
事
項
〕

　
満
期
白
地
に
つ
き
補
充
権
の
消
滅
時
効
完
成
後
に
補
充
さ
れ
た
手
形
の
善
意

取
得
者
も
手
形
法
一
〇
条
の
類
推
適
用
に
よ
り
保
護
さ
れ
る
。

〔
参
照
条
文
〕

　
手
形
法
一
〇
条
・
七
七
条
二
項
Q

〔
事
実
〕

　
被
告
Y
は
、
訴
外
璃
及
び
璃
に
対
す
る
債
務
の
支
払
の
た
め
、
昭
和
四
五
年

二
一
月
七
日
、
本
件
各
手
形
用
紙
に
、
満
期
、
振
出
日
及
び
受
取
人
の
各
欄
を

白
地
と
し
、
手
形
金
額
は
そ
れ
ぞ
れ
五
百
万
円
を
記
載
し
た
う
え
、
振
出
人
と

し
て
記
名
押
印
し
、
こ
れ
を
右
訴
外
扇
及
び
璃
に
交
付
す
る
た
め
、
被
告
Y
の

従
業
員
で
あ
る
訴
外
A
に
だ
け
右
白
地
部
分
の
補
充
権
を
与
え
て
同
人
に
預
け

た
。
そ
の
後
、
そ
の
経
緯
は
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
訴
外
C
が
こ
れ

を
取
得
し
、
同
人
に
お
い
て
、
昭
和
五
一
年
二
月
上
旬
ご
ろ
、
本
件
各
手
形
の

満
期
（
支
払
期
日
）
欄
に
昭
和
五
一
年
三
月
二
〇
日
、
振
出
日
欄
に
昭
和
五
〇

　
　
　
判
例
研
究

年
六
月
三
〇
日
、
受
取
人
欄
に
訴
外
C
と
記
入
補
充
し
た
う
え
、
こ
れ
を
割
引

依
頼
の
た
め
原
告
X
に
裏
書
譲
渡
し
た
。
原
告
X
が
裏
書
の
連
続
す
る
本
件
各

手
形
を
所
持
し
、
本
件
各
手
形
が
支
払
呈
示
期
間
内
に
支
払
場
所
に
支
払
呈
示

さ
れ
た
が
、
支
払
を
拒
絶
さ
れ
た
た
め
、
本
訴
に
及
ん
だ
の
で
あ
る
・

〔
判
　
旨
〕

　
認
定
し
た
事
実
に
よ
れ
ば
、
被
告
Y
は
、
訴
外
A
に
対
し
て
の
み
本
件
各
手

形
の
前
記
各
白
地
要
件
の
補
充
権
限
を
与
え
た
も
の
で
あ
り
、
訴
外
C
が
本
件

各
手
形
を
取
得
す
る
に
至
つ
た
経
緯
に
か
ん
が
み
、
同
人
に
は
右
白
地
補
充
権

が
な
か
つ
た
も
の
と
認
め
る
の
が
相
当
で
あ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
被
告
Y
は
、
流
通
に
置
く
意
思
で
、
手
形
要
件
の
一
部
を

白
地
と
し
た
ま
ま
本
件
各
手
形
用
紙
に
振
出
人
と
し
て
記
名
押
印
し
、
あ
た
か

も
通
常
の
白
地
手
形
外
観
を
有
す
る
書
面
を
作
成
し
た
も
の
で
あ
つ
て
、
こ
れ

を
取
得
し
た
者
に
よ
つ
て
右
白
地
要
件
が
補
充
さ
れ
、
転
々
流
通
す
る
に
至
る

こ
と
は
当
然
こ
れ
を
予
想
し
う
る
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
五
　
　
（
一
〇
七
一
）
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判
例
研
究

合
、
被
告
Y
は
、
手
形
法
一
〇
条
、
七
七
条
二
項
の
法
意
に
照
ら
し
、
手
形
振

出
人
と
し
て
、
右
手
形
を
悪
意
も
し
く
は
重
大
な
過
失
な
く
し
て
取
得
し
た
所

持
人
に
対
し
て
は
、
手
形
金
支
払
の
義
務
を
免
れ
な
い
も
の
と
解
す
る
の
が
相

当
で
あ
る
（
最
高
裁
昭
和
二
九
年
㈹
第
三
δ
二
号
回
三
年
七
月
二
〇
日
第
二
小
法

廷
判
決
民
集
一
〇
巻
八
号
一
〇
二
二
頁
参
照
）
Q

　
満
期
白
地
の
手
形
の
補
充
権
の
消
滅
時
効
に
つ
い
て
は
、
商
法
五
二
二
条
の

規
定
が
類
推
適
用
さ
れ
、
右
補
充
権
は
、
こ
れ
を
行
使
し
う
る
べ
ぎ
と
き
か
ら

五
年
の
経
過
に
よ
つ
て
、
時
効
に
よ
り
消
滅
す
る
も
の
と
解
す
る
の
が
相
当
で

あ
る
と
こ
ろ
（
最
高
裁
昭
和
四
三
年
㈲
第
七
〇
九
号
同
四
四
年
二
月
二
〇
日
第
｝
小
法

廷
判
決
民
集
…
二
巻
二
号
四
二
七
頁
参
照
）
、
前
記
認
定
し
た
事
実
に
よ
れ
ば
、
本

件
各
手
形
は
満
期
（
支
払
期
日
）
欄
白
地
の
ま
ま
昭
和
四
五
年
一
二
月
七
日
に

振
り
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、
訴
外
C
が
右
満
期
（
支
払
期
日
）
欄
に
昭

和
五
一
年
三
月
二
〇
日
と
記
入
補
充
し
た
の
は
、
右
振
出
日
か
ら
五
年
を
経
過

し
た
後
で
あ
る
昭
和
五
一
年
二
月
上
旬
で
あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
か
ら
、
同

人
の
し
た
右
満
期
欄
の
補
充
は
、
補
充
権
消
滅
後
に
し
た
不
当
補
充
で
あ
る
と

い
わ
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
右
の
よ
う
に
補
充
権
の
時
効
消
滅
後
に
白
地
要
件
の
補
充

が
な
さ
れ
た
約
束
手
形
で
あ
つ
て
も
、
手
形
所
持
人
が
右
不
当
補
充
の
事
実
を

知
ら
ず
に
右
手
形
を
取
得
し
た
者
で
あ
る
場
合
に
は
、
手
形
法
七
七
条
二
項
の

準
用
す
る
同
法
一
〇
条
の
規
定
が
類
推
適
用
さ
れ
る
も
の
と
解
す
る
の
が
相
当

で
あ
る
と
こ
ろ
、
原
告
X
が
本
件
各
手
形
を
取
得
す
る
に
際
し
、
前
記
不
当
補

充
の
事
実
を
知
つ
て
い
た
と
か
、
あ
る
い
は
、
こ
れ
を
知
ら
な
い
こ
と
に
つ
き

重
大
な
過
失
が
あ
つ
た
も
の
と
認
め
る
に
足
り
る
証
拠
は
な
い
か
ら
、
被
告
Y

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
六
　
　
（
一
〇
七
二
）

は
、
満
期
の
不
当
補
充
を
も
つ
て
原
告
X
に
対
抗
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
よ

つ
て
、
原
告
X
の
本
訴
請
求
は
す
べ
て
正
当
で
あ
る
。

〔
評
　
釈
〕

　
手
形
法
一
〇
条
は
白
地
手
形
の
不
当
補
充
に
お
け
る
善
意
・
無
重
過
失
の
所

持
人
の
保
護
を
規
定
し
て
い
る
が
、
従
来
、
こ
こ
で
問
題
と
さ
れ
て
い
た
の

は
、
白
地
手
形
が
、
す
で
に
補
充
権
者
に
よ
つ
て
不
当
補
充
さ
れ
、
完
成
手
形

と
な
つ
た
も
の
を
善
意
・
無
重
過
失
で
取
得
し
た
場
合
と
、
未
補
充
の
白
地
手

形
を
取
得
す
る
に
あ
た
つ
て
補
充
権
の
内
容
に
つ
ぎ
善
意
・
無
重
過
失
で
あ
つ

た
場
合
に
限
ら
れ
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
手
形
法
一
〇
条
の
条
文
に
「
予
メ
為
シ
タ
ル
合
意
ト
異
ル
補

充
」
と
の
文
言
が
存
在
す
る
。
そ
の
意
味
と
し
て
、
補
充
権
を
有
す
る
も
の

が
、
振
出
人
の
意
思
に
反
し
て
な
し
た
補
充
の
場
合
に
限
る
の
か
、
そ
れ
と

も
、
本
件
の
如
く
、
補
充
権
が
な
か
つ
た
も
の
ー
本
件
に
お
い
て
は
訴
外
C
ー

が
勝
手
に
補
充
し
た
場
合
に
も
、
本
条
の
適
用
可
及
範
囲
に
な
る
の
か
、
さ
ら

に
当
条
の
適
用
範
囲
を
一
層
拡
大
し
、
本
件
判
旨
の
も
う
一
つ
の
論
点
に
当
る

補
充
権
の
時
効
消
滅
後
の
不
当
補
充
に
つ
き
、
善
意
取
得
者
を
保
護
の
範
疇
に

入
れ
ら
れ
る
か
な
ど
が
本
件
の
問
題
で
あ
る
。

嘲
、
手
形
法
一
〇
条
は
白
地
補
充
権
の
濫
用
な
い
し
、
不
当
補
充
に
関
す
る
規

定
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
手
形
法
一
〇
条
の
白
地
補
充
権
の
濫
用
、
不
当
補
充

に
該
当
す
る
に
は
、
当
事
者
間
に
白
地
補
充
権
に
関
す
る
合
意
が
存
在
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
、
白
地
補
充
権
の
授
与
が
な
い
場
合
、
或
い
は
、
補

充
権
の
授
与
が
あ
つ
た
が
、
そ
の
後
、
撤
回
、
消
滅
に
よ
つ
て
、
白
地
補
充
権

は
消
滅
し
た
場
合
に
お
い
て
は
、
白
地
部
分
の
補
充
を
な
し
得
な
い
。
す
な
わ

96



ち
、
補
充
権
が
な
い
者
に
よ
つ
て
、
手
形
の
形
式
を
完
備
し
て
い
る
と
は
い

え
、
本
来
手
形
署
名
者
の
意
思
に
応
じ
た
手
形
で
は
な
い
か
ら
、
有
効
に
成
立

し
て
い
な
い
は
ず
で
あ
つ
て
、
白
地
要
件
の
記
載
を
完
成
し
て
も
、
無
効
な
手

形
の
作
成
に
終
つ
た
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
を
も
つ
て
、
補
充
権
が
な

か
つ
た
も
の
に
よ
つ
て
、
補
充
さ
れ
た
こ
と
に
つ
ぎ
、
手
形
署
名
者
た
る
振
出

人
に
お
い
て
、
何
人
に
対
す
る
関
係
に
お
い
て
も
常
に
そ
の
無
効
を
主
張
し
得

る
べ
き
も
の
と
す
る
か
は
問
題
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
第
三
者
が
悪
意
な
い

し
重
大
な
過
失
な
く
し
て
、
有
効
な
手
形
債
権
の
存
在
を
信
じ
て
、
手
形
を
取

得
し
た
場
合
に
は
、
か
か
る
善
意
の
第
三
者
は
保
護
さ
れ
る
べ
き
か
、
と
い
う

こ
と
に
な
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
判
例
の
ほ
と
ん
ど
は
、
一
貫
し
て
、
手
形
法

一
〇
条
の
趣
旨
か
ら
こ
れ
を
肯
定
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
白
地
補
充
権
を
白
地

手
形
行
為
者
が
留
保
し
た
白
地
手
形
の
白
地
部
分
が
、
留
保
権
者
以
外
の
者
に

よ
つ
て
補
充
さ
れ
た
場
合
に
つ
い
て
、
肯
定
し
た
判
例
（
最
こ
判
昭
和
三
一
年
七

月
二
〇
日
、
最
高
裁
民
集
一
〇
巻
八
号
一
〇
三
貢
）
、
手
形
要
件
の
一
部
を
白
地
の

ま
ま
手
形
用
紙
に
署
名
し
て
交
付
し
た
者
は
、
補
充
権
を
付
与
し
て
い
な
い
事

案
に
つ
い
て
肯
定
し
た
判
例
（
最
一
判
昭
和
四
一
年
＝
百
一
日
金
融
商
事
四
二
号

二
貢
）
、
或
い
は
、
白
地
補
充
権
が
撤
回
さ
れ
た
と
し
て
消
滅
し
た
後
に
白
地

部
分
が
補
充
さ
れ
た
場
合
に
も
、
手
形
一
〇
条
は
適
用
さ
れ
る
と
す
る
判
例

（
大
判
昭
和
『
五
年
一
〇
月
『
五
日
民
集
一
九
巻
［
八
二
頁
）
、
そ
し
て
、
下
級
審
の

も
の
も
同
旨
の
も
の
が
数
多
く
存
在
す
る
（
例
え
ば
、
大
阪
高
判
昭
和
四
一
年
二

月
八
日
金
融
商
事
五
〇
号
二
頁
、
東
京
地
判
昭
和
三
六
年
六
月
＝
一
日
判
例
時
報
二
六

六
号
三
一
頁
）
Q

　
こ
こ
で
判
例
の
理
論
を
総
合
し
て
み
る
次
の
よ
う
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
手

　
　
　
判
例
研
究

形
の
署
名
者
は
、
白
地
手
形
の
白
地
部
分
が
補
充
権
者
以
外
の
者
に
よ
つ
て
補

充
さ
れ
た
手
形
に
つ
い
て
は
、
白
地
補
充
権
が
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
本
来
無

効
な
本
の
で
あ
る
と
主
張
で
き
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
を
前
提
に
し
た
う
え
で
、

手
形
の
署
名
者
は
他
に
自
ら
白
地
を
補
充
し
た
場
合
に
振
出
人
と
し
て
の
責
任

、
を
負
担
す
る
意
思
を
も
つ
て
記
名
押
印
し
た
も
の
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
有
効

な
白
地
手
形
と
外
観
上
な
ん
ら
異
な
る
と
こ
ろ
は
な
い
の
で
あ
る
か
ら
…
・

こ
れ
を
あ
く
ま
で
無
効
な
手
形
と
し
て
取
得
者
を
無
権
利
者
と
す
る
こ
と
は
、

手
形
法
に
お
け
る
善
意
取
得
者
保
護
の
規
定
た
る
第
一
〇
条
の
法
意
に
反
す
る

こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
と
し
て
、
こ
の
よ
う
な
白
地
手
形
に
つ
き
振
出
人
と
し

て
の
責
任
を
免
れ
な
い
と
す
る
。
以
上
の
論
法
に
基
づ
き
判
例
は
、
善
意
取
得

者
保
護
を
図
つ
て
い
る
。

　
学
説
に
お
い
て
も
、
　
「
そ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
証
券
は
す
で
に
補
充
権
を

と
も
な
わ
ず
、
正
確
に
は
白
地
手
形
と
し
て
の
性
質
を
失
つ
て
い
る
と
い
う
ほ

か
な
く
、
か
か
る
証
券
に
白
地
の
補
充
が
な
さ
れ
た
場
合
は
、
手
形
一
〇
条
が

当
然
に
適
用
さ
れ
る
と
い
え
る
か
ど
う
か
問
題
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
場
合

に
つ
い
て
も
、
少
く
と
も
同
条
を
類
推
適
用
し
、
署
名
者
は
、
悪
意
・
重
過
失

の
な
い
第
三
者
に
対
し
て
は
責
任
を
免
れ
え
な
い
と
解
さ
れ
て
い
る
の
が
通
説

的
理
解
で
あ
る
（
大
森
・
講
座
二
巻
七
〇
頁
「
白
地
手
形
」
）
・

　
判
例
及
び
学
説
と
も
、
手
形
に
お
け
る
、
取
引
安
全
の
保
護
の
基
本
原
則
に

基
づ
く
、
手
形
外
観
に
対
す
る
信
頼
の
保
護
の
要
請
は
、
手
形
法
一
〇
条
の
直

接
適
用
に
よ
り
実
現
す
る
の
で
は
な
く
、
同
条
の
法
意
に
照
ら
し
て
、
類
推
・

間
接
的
な
適
用
に
よ
つ
て
実
現
し
て
い
る
。

　
そ
こ
で
、
手
形
法
一
〇
条
は
こ
の
よ
う
に
拡
大
な
い
し
類
推
適
用
が
で
き
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
七
　
　
（
一
〇
七
三
）
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か
否
か
と
い
う
こ
と
が
問
題
に
な
る
。
こ
の
問
題
は
、
結
局
、
手
形
法
一
〇
条

の
法
的
思
想
は
い
か
な
る
も
の
か
に
か
か
つ
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
、
手
形
法

一
〇
条
は
権
利
外
観
法
則
の
典
型
的
な
顕
れ
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
権
利
外
観
法
則
は
手
形
の
流
通
に
お
け
る
、
手
形
振
出
人
と
相
手
方
の
利
益

の
調
整
を
は
か
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
相
手
方
の
信
頼
を
振
出
人
に
履
行
義

務
を
負
担
さ
せ
る
と
い
う
か
た
ち
で
保
護
す
る
制
度
で
あ
る
か
ら
、
同
条
に

は
、
相
手
方
の
主
観
的
要
件
は
善
意
・
無
重
過
失
を
保
護
さ
れ
る
要
件
と
し
て

要
求
す
る
一
方
、
他
方
に
お
い
て
振
出
人
へ
の
帰
責
性
を
も
要
求
す
る
必
要
が

あ
る
。
本
来
、
法
律
行
為
上
の
履
行
義
務
が
生
ず
る
の
は
、
当
事
者
の
意
思
に

基
づ
く
場
合
の
み
で
あ
り
、
相
手
方
の
信
頼
と
い
う
も
の
は
賠
償
義
務
と
は
結

び
つ
き
得
て
も
、
履
行
責
任
と
は
結
び
つ
き
得
な
い
。

　
前
述
の
通
り
、
補
充
権
者
以
外
の
者
に
よ
る
不
当
補
充
の
場
合
に
は
、
補
充

権
が
な
い
か
ら
、
振
出
人
の
手
形
行
為
の
意
思
は
存
在
せ
ず
、
手
形
の
履
行
責

任
は
生
じ
て
こ
な
い
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
振
出
人
に
履
行

責
任
を
負
わ
せ
る
こ
と
は
、
振
出
人
に
そ
れ
を
甘
受
す
べ
き
事
情
が
存
在
す
る

こ
と
を
認
定
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
場
合
は
、
振
出
人
に
と
つ
て
は
完
全
手

形
の
外
観
存
在
に
よ
る
責
任
負
担
で
あ
る
と
い
え
る
。
す
な
わ
ち
手
形
の
権
利

外
観
を
惹
起
し
て
い
る
と
い
う
点
で
、
こ
れ
は
帰
責
事
由
と
し
て
構
成
で
き
る

と
思
わ
れ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
本
件
判
旨
は
従
来
の
判
例
の
論
理
を
忠
実

に
踏
襲
し
、
所
持
人
は
悪
意
も
し
く
は
重
大
な
過
失
な
く
し
て
手
形
を
取
得
し

た
こ
と
を
強
調
す
る
以
外
に
、
「
振
出
人
は
、
流
通
に
置
く
意
思
で
、
手
形
要

件
の
一
部
を
白
地
と
し
た
ま
ま
本
件
各
手
形
用
紙
に
振
出
人
と
し
て
記
名
押
印

し
、
あ
た
か
も
通
常
の
白
地
手
形
の
外
観
を
有
す
る
書
面
を
作
成
し
た
も
の
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
八
　
　
（
一
〇
七
四
）

あ
つ
て
、
こ
れ
を
取
得
し
た
者
に
よ
つ
て
右
白
地
要
件
が
補
充
さ
れ
、
転
々
流

通
す
る
に
至
る
こ
と
は
当
然
こ
れ
を
予
想
し
う
る
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
る
」
と
の

こ
と
を
も
指
摘
し
て
、
振
出
人
の
履
行
責
任
の
根
拠
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
い

う
ま
で
も
な
く
、
ま
さ
し
く
、
振
出
人
の
帰
責
性
の
事
実
説
明
で
あ
る
。

　
こ
の
点
に
つ
い
て
、
本
判
旨
が
、
手
形
法
一
〇
条
の
法
思
想
で
あ
る
、
権
利

外
観
法
則
に
従
つ
て
、
本
人
た
る
振
出
人
側
の
帰
責
事
由
、
並
び
、
相
手
方
た

る
取
得
者
側
の
保
護
要
件
を
構
成
し
た
上
、
手
形
法
一
〇
条
の
類
推
適
用
を
認

め
て
い
る
点
は
正
当
で
あ
る
と
い
え
る
。

二
、
白
地
補
充
権
の
消
減
時
効
完
成
後
に
白
地
部
分
が
補
充
さ
れ
た
場
合
に
、

事
実
を
知
ら
ず
取
得
し
た
所
持
人
に
つ
い
て
手
形
法
一
〇
条
の
規
定
の
類
推
適

用
は
認
め
ら
れ
る
か
Q

　
こ
の
点
に
関
す
る
判
例
は
ほ
と
ん
ど
み
あ
た
ら
な
い
。
本
件
以
外
に
は
、
札

幌
高
判
昭
和
四
四
年
八
月
一
三
日
（
下
民
二
〇
巻
七
．
八
号
五
八
O
頁
）
が
あ
る
だ

け
で
あ
る
。
札
幌
高
判
は
、
次
の
よ
う
な
理
由
に
基
づ
い
て
、
一
〇
条
の
類
推

適
用
を
肯
定
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
「
白
地
手
形
は
、
一
且
白
地
が
補
充
さ

れ
、
完
成
手
形
の
外
観
を
呈
示
す
る
に
至
つ
た
場
合
に
は
、
右
の
補
充
が
補
充

権
の
消
滅
時
効
完
成
前
に
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
否
か
は
外
形
上
明
ら
か
で
は

な
く
、
他
方
、
手
形
法
一
〇
条
は
、
白
地
手
形
が
完
成
手
形
と
並
ん
で
流
通
す

る
実
情
に
照
ら
し
、
白
地
手
形
の
信
用
を
高
め
、
流
通
を
保
護
す
る
た
め
、
そ

の
善
意
取
得
者
を
保
護
し
よ
う
（
せ
ん
）
と
す
る
趣
旨
の
も
と
に
設
け
ら
れ
た

も
の
で
あ
る
か
ら
、
単
に
『
予
め
渡
さ
れ
た
合
意
と
異
な
る
』
補
充
が
な
さ
れ

る
場
合
だ
け
で
な
く
、
補
充
権
が
消
滅
し
た
後
に
補
充
が
さ
れ
た
場
合
に
も
、

不
当
補
充
に
つ
い
て
善
意
で
あ
る
限
り
、
同
法
条
を
類
推
適
用
し
て
、
手
形
取
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得
者
を
保
護
す
る
こ
と
が
妥
当
で
あ
る
と
解
せ
ら
れ
る
」
と
す
る
。
本
件
判
旨

は
や
鼠
簡
略
で
は
あ
る
が
、
札
幌
高
判
と
同
主
旨
の
も
の
と
い
え
る
。
こ
の
場

合
、
消
滅
時
効
に
よ
り
補
充
権
が
消
滅
し
た
場
合
、
振
出
人
側
の
帰
責
性
を
構

成
で
き
る
か
ど
う
か
が
問
題
と
な
る
。
未
補
充
白
地
手
形
そ
れ
自
体
は
何
ら
の

完
全
な
権
利
を
表
彰
す
る
も
の
で
も
な
い
か
ら
、
補
充
権
が
消
滅
す
れ
ば
、
白

地
手
形
の
所
持
人
の
期
待
的
地
位
も
消
滅
し
、
そ
こ
に
は
単
な
る
紙
片
し
か
の

こ
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。
そ
の
後
、
か
か
る
紙
片
の
白
地
部
分
を
補
充
し
て

も
、
無
効
な
手
形
で
あ
る
こ
と
に
変
り
は
な
い
。
こ
の
場
の
手
形
に
つ
い
て

は
、
手
形
外
観
の
存
在
に
よ
る
責
任
負
担
の
危
険
が
振
出
人
に
残
る
か
、
前
述

の
不
当
補
充
権
の
場
合
と
同
視
し
て
、
責
任
負
担
の
危
険
が
振
出
人
に
あ
る
と

認
め
る
と
、
時
効
の
法
的
利
益
の
享
受
は
振
出
人
に
皆
無
と
な
り
、
結
果
的

に
、
手
形
法
に
お
い
て
、
時
効
制
度
の
存
在
が
否
定
さ
れ
る
と
い
う
不
都
合
が

生
じ
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
構
成
は
補
充
権
は
消
滅
時
効
に
か
か
る
と
い
う
こ
と

を
前
提
要
件
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
補
充
権
自
体
が
時
効
の
対
象
に
な
る
の

か
は
ま
つ
た
く
疑
問
で
あ
る
。

　
従
来
の
判
例
・
学
説
は
、
補
充
権
の
時
効
消
滅
を
認
め
て
い
る
。
そ
の
期
問

に
つ
い
て
は
、
二
〇
年
、
一
〇
年
、
五
年
あ
る
い
は
三
年
と
い
う
よ
う
に
諸
説

が
存
在
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
白
地
補
充
権
を
形
成
権
で
あ
る
と
し
て
、
そ

の
行
使
に
よ
つ
て
債
権
が
発
生
す
る
場
合
に
は
、
債
権
と
し
て
の
時
効
を
考

え
、
そ
の
債
権
は
、
商
行
為
に
よ
り
生
じ
た
債
権
と
認
め
ら
れ
る
と
い
う
理
由

か
ら
、
五
年
の
時
効
期
間
に
か
か
る
と
す
る
学
説
が
有
力
で
あ
る
（
例
え
ば
、

鈴
木
・
手
形
法
小
切
手
法
二
ご
貢
、
田
中
誠
二
・
詳
論
上
巻
四
七
九
頁
）
Q
最
近
の
判

例
（
最
判
昭
和
四
四
年
二
月
こ
○
日
民
集
一
…
巻
二
号
四
二
七
頁
）
も
こ
れ
に
従
つ
て
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お
り
、
本
件
判
旨
も
ま
た
こ
の
立
場
を
採
つ
て
い
る
。
し
か
し
、
補
充
権
は
要

件
記
載
権
限
で
あ
る
所
か
ら
す
れ
ば
、
そ
も
そ
も
権
限
と
い
う
も
の
は
消
滅
時

効
制
度
に
な
じ
む
も
の
で
は
な
い
。
従
つ
て
、
補
充
権
自
体
の
時
効
消
滅
は
認

め
ら
れ
な
い
（
倉
沢
・
手
形
法
の
判
例
と
理
論
｝
二
八
頁
以
下
）
。

　
白
地
手
形
の
補
充
権
に
つ
い
て
、
満
期
の
記
載
の
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、

満
期
か
ら
三
年
経
過
後
に
補
充
を
し
て
も
、
す
で
に
時
効
消
滅
し
た
権
利
を
成

立
せ
し
め
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
満
期
の
記
載
の
な
い
も
の
に
つ

い
て
は
、
当
事
者
間
の
特
約
な
い
し
は
実
質
関
係
上
の
事
情
に
よ
る
限
定
の
な

い
限
り
、
補
充
権
の
行
使
可
能
期
間
を
限
定
す
べ
ぎ
い
か
な
る
法
的
根
拠
も
な

い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
白
地
補
充
権
に
時
効
消
滅
を
考
え
な
い
見
解
に
従
う
と
、
白

地
補
充
権
の
消
滅
時
効
完
成
後
に
補
充
が
な
さ
れ
た
場
合
に
つ
い
て
の
不
当
補

充
問
題
は
生
じ
な
い
。

　
そ
れ
ゆ
え
、
本
件
判
旨
後
半
の
論
点
の
よ
う
な
問
題
は
発
生
し
な
い
・
従
つ

て
、
こ
の
種
の
問
題
も
前
述
不
当
補
充
の
範
疇
内
の
問
題
に
な
り
、
前
述
の
理

論
に
よ
つ
て
解
決
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。

　
な
お
、
白
地
補
充
権
に
時
効
消
滅
を
考
え
な
い
と
す
る
と
、
永
久
に
補
充
が

可
能
だ
と
い
う
こ
と
に
な
つ
て
適
当
で
な
い
と
い
う
懸
念
が
生
じ
な
い
わ
け
で

は
な
い
。
し
か
し
、
補
充
期
間
を
当
事
者
間
の
契
約
或
い
は
実
質
関
係
上
の
事

情
に
よ
つ
て
定
め
ら
れ
れ
ば
、
こ
れ
を
人
的
抗
弁
と
な
し
う
る
。
ま
た
そ
う
で

な
く
て
も
、
異
常
に
長
期
に
亘
れ
ば
、
第
三
者
に
対
し
て
も
い
わ
ゆ
る
一
般
悪

意
の
抗
弁
を
も
つ
て
対
抗
で
き
る
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ

る
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
九
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七
五
）
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本
件
の
補
充
権
に
つ
い
て
、
当
事
者
間
に
は
特
約
の
存
在
は
認
め
な
い
か

ら
、
こ
れ
に
よ
つ
て
生
ず
る
人
的
抗
弁
の
問
題
は
な
い
。
た
だ
し
、
Y
は
訴
外

璃
璃
に
対
す
る
債
務
の
支
払
の
た
め
に
本
件
白
地
手
形
を
作
成
し
た
も
の
で
あ

る
か
ら
、
こ
の
実
質
関
係
を
勘
案
し
て
、
補
充
期
間
に
対
し
て
合
理
的
な
制
限

が
存
在
す
る
と
解
釈
し
う
る
余
地
が
あ
り
う
る
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
そ
の
限
り

に
お
い
て
、
補
充
期
間
の
制
限
の
事
由
に
よ
り
、
人
的
抗
弁
の
問
題
が
生
じ
る

と
も
い
え
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
れ
は
事
実
認
定
の
問
題
で
あ
る
が
、
本

判
旨
は
こ
の
点
に
つ
い
て
触
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
こ
で
は
、
深
く

一
〇
〇
　
　
（
一
〇
七
六
）

論
及
し
が
た
い
。

　
結
論
と
し
て
、
本
件
の
X
が
手
形
法
一
〇
条
の
趣
旨
に
よ
つ
て
保
護
さ
れ
る

こ
と
に
は
賛
成
で
あ
る
が
、
判
旨
が
補
充
権
そ
の
も
の
自
体
に
消
滅
時
効
を
認

め
、
補
充
権
の
消
滅
時
効
完
成
後
に
白
地
部
分
が
補
充
さ
れ
た
場
合
に
も
手
形

法
一
〇
条
の
規
定
の
類
推
適
用
を
認
め
る
点
に
つ
い
て
は
反
対
で
あ
る
。
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